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(57)【要約】
　頭皮ケア組成物であって、１％～９９％の揮発性キャリアと、０．０５％～１０％の高
分子レオロジー変性剤及びこの混合物と、０．０３％～１％の粒子状頭皮用助剤と、を含
み、組成物は剪断減粘性を有し、（１）０．０１Ｐａで測定されたゼロ剪断粘度値が１，
５００Ｐａ　ｓ超であり、（２）１Ｐａで測定された中程度応力粘度値が１，０００Ｐａ
　ｓ超であり、（３）１００　１／ｓで測定された高剪断速度粘度値が０．５Ｐａ　ｓ未
満である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　頭皮ケア組成物であって、
　ａ）１％～９９％の揮発性キャリアと、
　ｂ）０．０５％～１０％の高分子レオロジー変性剤及びこの混合物と、
　ｃ）０．０３～１％の粒子状頭皮用助剤と、を含み、
　前記組成物は、剪断減粘性を有し、（１）０．０１Ｐａで測定されたゼロ剪断粘度値が
１，５００Ｐａ　ｓ超であり、（２）１Ｐａで測定された中程度応力粘度値が１，０００
Ｐａ　ｓ超であり、（３）１００　１／ｓで測定された高剪断速度粘度値が０．５Ｐａ　
ｓ未満である、頭皮ケア組成物。
【請求項２】
　前記揮発性キャリアは、水又は水と有機溶媒との混合物である、請求項１に記載の頭皮
ケア組成物。
【請求項３】
　前記有機溶媒は、ジプロピレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコー
ル、１，４－ブタンジオール、３－アリルオキシ－１，２－プロパンジオール、ジプロピ
レングリコールｎ－ブチルエーテル、１，２－ヘキサンジオール、ジメチルイソソルビド
、エタノール、１，３－ブタンジオール、１，３－プロパンジオール、２，２’チオジエ
タノール、１，６－ヘキサンジオール、及びこれらの組み合わせからなる群から選択され
る、請求項２に記載の頭皮ケア組成物。
【請求項４】
　前記高分子レオロジー変性剤は、アクリル酸、メタアクリル酸又は及び誘導体のホモポ
リマー、アルカリ膨張性及び疎水的変性アルカリ膨張性のアクリル系コポリマー又はメタ
クリレートコポリマー、架橋アクリル系ポリマー、会合性高分子増粘剤及びこれらの混合
物からなる群から選択される、請求項１～３のいずれか一項に記載の頭皮ケア組成物。
【請求項５】
　前記高分子レオロジー変性剤は、アクリレート／Ｃ１０～Ｃ３０アルキルアクリレート
クロスポリマーである、請求項１～３のいずれか一項に記載の頭皮ケア組成物。
【請求項６】
　前記高分子レオロジー変性剤は、架橋アクリル系ポリマーである、請求項１～３のいず
れか一項に記載の頭皮ケア組成物。
【請求項７】
　前記粒子状頭皮用助剤は、金属ピリジンチオン塩、硫化セレン、粒状硫黄、及びこれら
の混合物からなる群から選択される、請求項１～６のいずれか一項に記載の頭皮ケア組成
物。
【請求項８】
　粒子状頭皮用助剤は、ジンクピリチオンである、請求項１～６のいずれか一項に記載の
頭皮ケア組成物。
【請求項９】
　前記組成物は、グリセリンを更に含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の頭皮ケア
組成物。
【請求項１０】
　前記組成物は、０．１％～７．５％の範囲のナイアシンアミドを更に含む、請求項１～
９のいずれか一項に記載の頭皮ケア組成物。
【請求項１１】
　前記組成物は、０．１％～３．０％の範囲のカフェインを更に含む、請求項１～１０の
いずれか一項に記載の頭皮ケア組成物。
【請求項１２】
　前記組成物は、０．０１％～２．０％の範囲のパンテノールを更に含む、請求項１～１
１のいずれか一項に記載の頭皮ケア組成物。
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【請求項１３】
　前記組成物は、シリコーンを更に含む、請求項１～１２のいずれか一項に記載の頭皮ケ
ア組成物。
【請求項１４】
　前記組成物は、リーブオン組成物である、請求項１～１３のいずれか一項に記載の頭皮
ケア組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ふけの処理に役立つ１つ又はそれ以上の活性物質を含む頭皮ケア組成物に関
連する。
【背景技術】
【０００２】
　毛髪及び頭皮活性物質の多様な組み合わせを含む毛髪及び頭皮リーブオントリートメン
ト組成物は、関係技術分野において既知であり、かつ市販されている。これらの組成物は
、レオロジーパラメータを有することができ、消費者に知覚される使用経験（広がり、被
覆など）を最適化する。
【０００３】
　抗ふけ毛髪リンスオフ製品も市販されている。抗ふけシャンプー、コンディショナー、
及びその他のリンスオフトリートメントは、典型的に抗ふけ活性物質を取り入れている。
抗ふけ剤の一種は、粒子状結晶抗ふけ剤、例えばイオウ、二硫化セレン及びピリジンチオ
ンの重金属塩である。ケトコナゾールのような可溶性の抗ふけ剤も入手可能である。
【０００４】
　それにもかかわらず、ある消費者は抗ふけ効能の水準をもたらす抗ふけリーブオントリ
ートメントを所望し、これは他の抗ふけリンスオフ製品を置換することができる、若しく
はリンスオフ抗ふけ製品に追加することができる、又はリンスオフ製品による達成が困難
な毛髪及び頭皮に対するリーブオン効果をもたらすことができる。したがって、消費者が
気づき得る及び感じることができる、すなわち効果的かつ使用が快適な、追加の頭皮健康
及び毛髪効果を持つコア抗ふけ効能を兼備するトリートメント製品に対する需要が存在す
る。
【０００５】
　かかる発明は、必要な効果をもたらすために、頭皮などの大部分の患部を適用ごとに適
度に容易に被うことができるべきである。更にかかる発明は、必要な抗ふけ又は頭皮効果
活性物質を、他の位置に滴下、流出、又は移動することなく送達することができるように
、適用後に適度な時間適用部位の近くに残存できるべきである。最後に、かかる発明は適
度な環境条件において典型的なパッケージの頂部から底部までにわたって均質のままであ
るべきであり、これにより適用ごとに必要な量の活性物質が含有され、かつ患部へと送達
される。
【０００６】
　例えば、頭皮などの患部の完璧な被覆を達成する１つの方法は、レオロジー変性剤を利
用しないキャリア、又はレオロジー変性剤を利用することで粘度などのレオロジーパラメ
ータが低くなるキャリアを介して活性物質を送達することである。しかし、かかる組成物
は適用された場所に留まらず、かつその有効性を低減するように他の領域に滴下、流出、
又は移動する。したがって、今までは適切な濃度のレオロジー変性剤が、患部内に活性物
質を維持するためにふけ効能及びかゆみ軽減のような効果をもたらす際に必要であると考
えられてきた。
【０００７】
　更に、レオロジー変性剤を含まない又は少量のレオロジー変性剤を含む上述のかかる例
は、多くの種類の抗ふけ剤を安定的に懸濁することができず、この抗ふけ剤は粒子状の結
晶の活性物質であり、ＺＰＴのようなイオウ、二硫化セレン及びピリジンチオンの重金属
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塩を非限定的に含む。したがって、低応力での最小粘度があることが説明されており、こ
れは、最初から最後までの適用を通して同じ活動濃度を提供しているような適度な時間及
び温度にわたって均質性を達成するために必要である。
【０００８】
　更に例として、適用部位に対する完璧な抗ふけ安定性及び保持性は、低応力での粘度が
、高密度な粒子状活性物質の安定化及び適用時の滴下、流出の防止を行うために非常に十
分であるような高濃度のレオロジー変性剤を利用することによって達成され得ると考えら
れている。しかし、ＺＰＴのような活性物質を安定的に懸濁するために非常に高濃度のレ
オロジー変性剤を使用すると、頭皮などの患部を被うために適用部位で組成物を効果的及
び簡単に操作するための消費者の能力に悪影響を及ぼすことがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　現在では驚くべきことに、キャリア及び抗ふけ活性物質の必要な組成物に加えて、多様
な応力での組成物の粘度の中でバランスの取れたアプローチが取られなければならないこ
とが発見された。両者は、リーブオントリートメントから通常の適用を施した患部まで、
抗ふけ活性物質の効果的かつ安定的な送達を最大化するために必要である。本発明の目的
はトリートメント組成物を提供することであり、抗ふけ効能、被覆、及び能動的安定性の
上記バランスの取れた組み合わせをもたらす。これら及びその他の目的は、以下の詳細な
説明から容易に明らかとなるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の実施形態において、頭皮ケア組成物は、１％～９９％の揮発性キャリアと、０
．０５％～１０％の高分子レオロジー変性剤及びこの混合物と、０．０３％～１％の粒子
状頭皮用助剤と、を含み、組成物は剪断減粘性を有し、（１）０．０１Ｐａで測定したゼ
ロ剪断粘度値が１，５００Ｐａ　ｓ超であり、（２）１Ｐａで測定された中程度応力粘度
値が１，０００Ｐａ　ｓ超であり、（３）１００　１／ｓで測定された高剪断速度粘度値
が０．５Ｐａ　ｓ未満である。
【００１１】
　本開示を読むことで、本発明のこれら及びその他の特徴、態様及び利点が、当業者に明
らかになるであろう。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　特に指定がない限り、本明細書において使用する全ての百分率及び比率は、組成物全体
の重量によるものとする。特に指示がない限り、全ての測定は周囲条件で実施されるもの
と理解され、「周囲条件」とは、約２５℃、約１気圧、及び相対湿度約５０％における条
件を意味する。全ての数範囲はより狭い範囲を包含し、表現された上方及び下方範囲の限
界値は、明示されていない範囲を更に作り出すように組み合わせることができる。
【００１３】
　本発明の組成物は、本明細書に記載の必須成分並びに任意選択的成分を含み、それらか
ら本質的になり、又はそれらからなることができる。本明細書で使用するとき、「から本
質的になる」とは、組成物又は構成成分は追加成分を包含してもよいが、これら追加成分
が特許請求される組成物又は方法の基本的及び新規な特徴を実質的に変化させない場合に
限ることを意味する。
【００１４】
　組成物に関連して使用される「塗布する」又は「塗布」は、本発明の組成物を毛髪など
のケラチン性組織上に塗布する又は広げることを意味する。
【００１５】
　「皮膚科学的に許容可能な」は、記載される組成物又は構成成分が、過度の毒性、不適
応性、不安定性、アレルギー反応などがなく、ヒトの皮膚組織と接触して使用するのに好
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適であることを意味する。
【００１６】
　「安全かつ有効な量」は、有益な効果を有意に誘導するのに十分な化合物及び組成物の
量を意味する。
【００１７】
　組成物に関して、「リーブオン」は、ケラチン組織上に塗布して付着させたままにする
ことが意図される組成物を意味する。これらのリーブオン組成物は、毛髪に塗布した後、
続いて（数分以内に）洗浄、すすぎ、又は拭き取りなどのいずれかにより除去される組成
物とは区別される。リーブオン組成物では、シャンプー、リンスオフコンディショナー、
洗顔料、手洗浄剤、ボディウォッシュ、又は身体用洗浄剤などのリンスオフ型の塗布は除
外される。リーブオン組成物は、洗浄用界面活性剤又は合成界面活性剤を実質的に含まな
くてよい。例えば、「リーブオン組成物」は、ケラチン性組織上に少なくとも１５分間つ
けたままにしておくことができる。例えば、リーブオン組成物は、１％未満の洗浄性界面
活性剤、０．５％未満の洗浄性界面活性剤、又は０％の洗浄性界面活性剤を含んでもよい
。しかしながら、組成物には、毛髪に局所的に塗布した際に何らかの有意なクレンジング
効果をもたらすことを意図するものではない、乳化、分散又はその他加工用界面活性剤も
含有させることができる。
【００１８】
　「可溶性」は、２５℃及び圧力１ａｔｍにおいて少なくとも約０．１ｇの溶質が１００
ｍＬの溶媒に溶解することを意味する。
【００１９】
　特に記述のない限り、全ての百分率は、組成物全体の重量によるものである。全ての比
は、特に具体的な記述のない限り、重量比である。全ての範囲は、包含的かつ結合可能で
ある。有効数字の数は、表示された量に対する限定を表すものでも、測定値の精度に対す
る限定を表すものでもない。「分子量」又は「Ｍ．Ｗｔ．」という用語は、本明細書で使
用する場合、特に記述のない限り、重量平均分子量を指す。重量平均分子量は、ゲル浸透
クロマトグラフィーによって測定してよく、「ＱＳ」は、１００％となるのに十分な量を
意味する。
【００２０】
　本明細書において用いられている用語「実質的に含まない」は、組成物全体の約１重量
％未満、又は約０．８重量％未満、又は約０．５重量％未満、又は約０．３重量％未満、
又は約０重量％を意味する。
【００２１】
　本明細書において用いられている用語「毛髪」は、頭皮の毛、顔面の毛、及び身体の毛
を含めた、哺乳類の毛を意味し、特に、ヒトの頭部及び頭皮上の毛に関する。
【００２２】
　「化粧料的に許容可能な」とは、本明細書で使用する場合、記載されている組成物、調
合物、又は構成成分が、過度の毒性、不適応性、不安定性、アレルギー反応などを伴わず
に、ヒトのケラチン組織と接触させて使用するのに適することを意味する。本明細書で説
明され、ケラチン組織に直接適用するという用途を有する全ての組成物は、美容的に許容
可能である様制限される。
【００２３】
　本明細書において用いられるとき、「誘導体」としては、所定の化合物のアミド誘導体
、エーテル誘導体、エステル誘導体、アミノ誘導体、カルボキシル誘導体、アセチル誘導
体、酸誘導体、塩誘導体及び／又はアルコール誘導体が挙げられるが、これらに限定され
ない。
【００２４】
　本明細書において用いられている「ポリマー」は、２つ以上のモノマーの重合によって
形成される化学物質を意味する。本明細書で使用する場合、「ポリマー」という用語は、
モノマーの重合によって作られる全ての物質と、天然ポリマーを含むものとする。１種類
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のモノマーのみから作られるポリマーをホモポリマーという。ポリマーは、少なくとも２
つのモノマーを含む。２種又は３種類以上の異なる種類のモノマーから作製されるポリマ
ーは、コポリマーと呼ばれる。異種のモノマーの分布は、統計的に計算することも、ブロ
ックごとに計算することもでき、いずれの実行可能な手段も本発明に適している。特に記
述のない限り、本明細書で用いられている「ポリマー」という用語には、ホモポリマー及
びコポリマーを含め、あらゆる種類のポリマーが含まれる。
【００２５】
　ふけの有効処置に対する需要がある。リーブオン頭皮トリートメントは、シャンプーな
どのリンスオフ製品に対して、頭皮表面に抗ふけ活性物質の更に効率的な送達を行う一定
の利点を提供する。最も一般的な抗ふけ活性物質は、比較的高密度の粒子材料である。こ
の特性は、有効な抗ふけリーブオントリートメントの開発に一定の要件を提起する。これ
らのトリートメントは、さほど厚みがない状態で粒子を安定的に懸濁させるために十分な
粘度を有しているべきであり、製品は、頭皮表面の巨視的及び微小領域全体にわたって容
易に流出させない。更なる製品利便は、製品流を達成することであり、製品が頭皮表面を
流れ落ちることなく、この効率的な表面被覆率をもたらす。
【００２６】
　本発明は、レオロジーのバランスを説明しており、これは、直接適用することによって
頭皮に粒子状抗ふけ活性物質を効果的に送達するための抗ふけトリートメントに対して開
発された。かかる組成物は、粒子が製品内で安定的に懸濁され得るようなレオロジープロ
ファイルを有してもよく、そうすることで適用時に効果的に維持されかつ患部を被うこと
ができる。対照的に、低応力での低粘度を持つ組成物は、患部を効果的に被うことができ
るが、粒子状活性物質を懸濁せず、又は適用される領域上に維持されず、助剤の不均等な
／不均質な吐出不良につながる。高粘度の組成物は、粒子状活性物質を懸濁させることが
でき、かつ適用部位で維持されるが、患部の全体に広げて及び到達して被覆することは困
難であり、再び助剤の不均等な／不均質な分注不良につながることとなる。本発明は、抗
ふけ頭皮トリートメントに対するレオロジープロファイルを説明しており、判水溶性キャ
リア系及び高分子レオロジー変性剤内で安定的に懸濁した抗ふけ活性物質によって達成さ
れ得る。かかる組成物は剪断減粘性を有するべきであり、（１）０．０１Ｐａで測定され
た低応力粘度が１，５００Ｐａ　ｓ超であり、（２）１Ｐａで測定された中程度応力粘度
が１，０００Ｐａ　ｓ超であり、（３）１００　１／ｓで測定された高剪断速度粘度が０
．５Ｐａ　ｓ未満である。
【００２７】
　Ｉ．頭皮ケア組成物
　溶媒
　発明の実施形態によると、頭皮ケア組成物は、１つ又は２つ以上の溶媒を含んでもよい
。実施形態において、頭皮ケア組成物は、１つ又は２つ以上の有機溶媒を含んでもよい。
非限定的な例には、ジプロピレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコー
ル、１，４－ブタンジオール、３－アリルオキシ－１，２－プロパンジオール、ジプロピ
レングリコールｎ－ブチルエーテル、１，２－ヘキサンジオール、ジメチルイソソルビド
、エタノール、１，３－ブタンジオール、１，３－プロパンジオール、２，２’－チオジ
エタノール、及び１，６－ヘキサンジオール、又はこれらの組み合わせが挙げられる。
【００２８】
　更に別の実施形態によると、ヘアケア組成物は、米国特許出願公開第２０１０／０１２
０８７１号に開示されるものなどの１つ又はそれ以上の追加の育毛刺激剤を更に含有する
ことができる。したがって、追加の育毛刺激剤の非限定例としては、インドール化合物、
キサンチン化合物、ビタミンＢ3化合物、パンテノール化合物、及びそれらの誘導体が挙
げられる。
【００２９】
　インドール化合物
　頭皮ケア組成物は、インドール化合物を更に含み得る。本明細書で使用される場合、「
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インドール化合物」は、１つ又はそれ以上のインドール、それらの誘導体、それらの混合
物、又はそれらの塩を意味する。したがって、組成物は、約０．１％～約１０％のインド
ール化合物、約０．５％～約５％のインドール化合物、又は約１％～約２％のインドール
化合物を含有することができ、例えば、この割合は、最終的なヘアケア組成物の総重量に
基づく重量パーセントである。
【００３０】
　キサンチン化合物
　頭皮ケア組成物は、キサンチン化合物を更に含み得る。本明細書で使用される場合、「
キサンチン化合物」は、１つ又はそれ以上のキサンチン、それらの誘導体、及びそれらの
混合物を意味する。本明細書において有用であり得るキサンチン化合物としては、カフェ
イン、キサンチン、１－メチルキサンチン、テオフィリン、テオブロミン、それらの誘導
体、及びそれらの混合物が挙げられるが、それらに限定されない。したがって、組成物は
、約０．１％～約１０％のキサンチン化合物、約０．５％～約５％のキサンチン化合物、
又は約１％～約２％のキサンチン化合物を含有することができ、例えば、この割合は、最
終的なヘアケア組成物の総重量に基づく重量パーセントである。例えば、ヘアケア組成物
は、約０．７５％のカフェインを更に含有することができる。
【００３１】
　一実施形態では、キサンチンの量を減らして、キサンチンがより多い量で存在するとき
、様々な製剤から生じ得る潜在的な白い残留物（white residue the may result from va
rious formulations）を少なくしてもよい。一実施形態では、ヘアケア組成物は、約０．
０１％～約１％のキサンチン、あるいは約０．０１％～約０．７５％のキサンチン、ある
いは約０．０１％～約０．５％のキサンチン、あるいは約０．０１％～約０．２５％のキ
サンチン、及びあるいは約０．０１％～約０．１％のキサンチンを含んでもよい。一実施
形態では、ヘアケア組成物は、キサンチンを有しなくてもよい。
【００３２】
　ビタミンＢ3化合物
　頭皮ケア組成物は、ビタミンＢ３化合物を更に含み得る。本明細書で使用される場合、
「ビタミンＢ3化合物」は、ニコチン酸、ナイアシンアミド、ニコチニルアルコール、そ
れらの誘導体、及びそれらの混合物を意味する。ビタミンＢ3化合物は、実質的に純物質
として、又は天然（例えば、植物）原料からの好適な物理的及び／又は化学的単離により
得られた抽出物として含まれてよい。一実施形態では、組成物は、約０．１％～約２５％
のビタミンＢ3化合物、更なる実施形態では、約０．１％～約１５％のビタミンＢ3化合物
、更なる実施形態では、約０．１％～約７．５％、他の実施形態では、約３．５％～約７
．５％のビタミンＢ3化合物を含んでもよく、例えば、この割合は、最終ヘアケア組成物
の総重量に基づく重量パーセントである。実施形態において、頭皮ケア組成物は、約２．
５％のビタミンＢ3を含んでもよい。
【００３３】
　パンテノール化合物
　頭皮ケア化合物は、パンテノール化合物を更に含み得る。本明細書で使用される場合、
用語「パンテノール化合物」は、パンテノール、１つ又はそれ以上のパントテン酸誘導体
、及びそれらの混合物を含む。パンテノール化合物の非限定例としては、Ｄ－パンテノー
ル（［Ｒ］－２，４－ジヒドロキシ－Ｎ－［３－ヒドロキシプロピル）］－３，３－ジメ
チルブタマイド）、Ｄ，Ｌ－パンテノール、パントテン酸及びそれらの塩（例えば、カル
シウム塩）、トリ酢酸パンテニル、ローヤルゼリー、パンテチン、パントテイン、パンテ
ニルエチルエーテル、パンガミン酸、パントイルラクトース、ビタミンＢ錯体、又はそれ
らの混合物が挙げられる。したがって、一実施形態では、組成物は約０．０１％～約５％
のパンテノール化合物を含んでもよく、他の実施形態では、組成物は約０．０１％～２．
％のパンテノール化合物を含んでもよく、更なる実施形態では、組成物は約０．０５％～
約２％のパンテノール化合物を含んでもよく、及び他の実施形態では、組成物は約０．１
％～約１％のパンテノール化合物を含んでもよく、例えば、この割合は、最終的なヘアケ
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ア組成物の総重量に基づく重量パーセントである。更なる実施形態において、頭皮ケア組
成物は、約０．１５％のパンテノールを更に含んでもよい。
【００３４】
　本発明の別の態様によると、頭皮ケア組成物は、オレアノール酸及び／又はビオチニル
－ＧＨＫを含まないものであってよく、これは、米国特許出願第２００６００６７９０５
号に記載のものと反対である。
【００３５】
　レオロジー変性剤
　一実施形態では、頭皮ケア組成物は、組成物の持続性を増大させるためにレオロジー変
性剤を含む。任意の好適なレオロジー変性剤が使用され得る。一実施形態では、頭皮ケア
組成物は、約０．０５％～約１０％のレオロジー変性剤、更なる実施形態では、約０．１
％～約１０％のレオロジー変性剤、また更なる実施形態では、約０．５％～約２％のレオ
ロジー変性剤、更なる実施形態では約０．７％～約２％のレオロジー変性剤、及び更なる
実施形態では、約１％～約１．５％のレオロジー変性剤を含んでもよい。一実施形態では
、レオロジー変性剤は、ポリアクリルアミド増粘剤であってもよい。一実施形態では、レ
オロジー変性剤は、高分子レオロジー変性剤であってもよい。
【００３６】
　一実施形態では、頭皮ケア組成物は、アクリル酸、メタアクリル酸、又はその他の関連
する誘導体に基づくホモポリマーであるレオロジー変性剤を含んでもよく、非限定的な例
には、ポリアクリレート、ポリメタクリレート、ポリエチルアクリレート、及びポリアク
リルアミドが挙げられる。
【００３７】
　他の実施形態では、レオロジー変性剤は、アルカリ膨張性及び疎水的変性アルカリ膨張
性のアクリル系コポリマー又はメタクリレートコポリマーであってもよく、非限定的な例
には、アクリル酸／アクリロナイトロジェンコポリマー、アクリレート／ステアレス－２
０イタコネートコポリマー、アクリレート／セテス－２０イタコネートコポリマー、アク
リレート／アミノアクリレートコポリマー、アクリレート／ステアレス－２０メタクリレ
ートコポリマー、アクリレート／べへネス－２５メタクリレートコポリマー、アクリレー
ト／ステアレス－２０メタクリレートクロスポリマー、アクリレート／ビニルネオデカノ
エトクロスポリマー、及びアクリレート／Ｃ１０～Ｃ３０アルキルアクリレートクロスポ
リマーが挙げられる。
【００３８】
　更なる実施形態では、レオロジー変性剤は、架橋アクリル系ポリマーであってもよく、
非限定的な例にはカルボマーが挙げられる。
【００３９】
　更なる実施形態では、レオロジー変性剤は、アルギン酸系材料であってもよく、非限定
的な例にはアルギン酸ナトリウムが挙げられ、及びアルギン酸プロピレングリコールエス
テルであってもよい。
【００４０】
　更なる実施形態では、レオロジー変性剤は、会合性高分子増粘剤であってもよく、非限
定的な例には、疎水的変性セルロース誘導体と、疎水的変性アルコキシ化ウレタンポリマ
ーと、非限定的な例にはＰＥＧ－１５０／デシルアルコール／ＳＭＤＩコポリマー、ＰＥ
Ｇ－１５０／ステアリルアルコール／ＳＭＤＩコポリマー、ポリウレタン－３９が挙げら
れ、疎水的変性アルカリ膨張性のエマルションと、非限定的な例には疎水的変性ポリアク
リレート、疎水的変性ポリアクリル酸、及び疎水的変性ポリアクリルアミドが挙げられ、
疎水的変性ポリエーテルと、が挙げられ、これらの材料は、セチル、ステアリル、オレア
リル、及びこれらの組み合わせから選択され得る疎水性並びに１０～３００、他の実施形
態では３０～２００、更なる実施形態では４０～１５０の反復単位を持つ反復するエチレ
ンオキサイド基の疎水性特性を有してもよい。このクラスの非限定的な例には、ＰＥＧ－
１２０－メチルグルコースジオレエート、ＰＥＧ－（４０又は６０）ソルビタンテトラオ
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レエート、ＰＥＧ－１５０ペンタエリトリチルテトラステアレート、ＰＥＧ－５５プロピ
レングリコールオレエート、ＰＥＧ－１５０ジステアレートが挙げられる。
【００４１】
　更なる実施形態では、レオロジー変性剤は、セルロース及び誘導体であってもよく、非
限定的な例には、結晶セルロース、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセル
ロース、エチルセルロース、ニトロセルロース、セルロース硫酸塩、セルロース粉末、疎
水的変性セルロースが挙げられる。
【００４２】
　実施形態において、レオロジー変性剤は、グアル及びグアル誘導体であってもよく、非
限定的な例には、ヒドロキシプロピルグアル、及びヒドロキシプロピルグアルヒドロキシ
プロピルトリモニウムクロリドが挙げられる。
【００４３】
　一実施形態では、レオロジー変性剤は、ポリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシ
ド、及びＰＯＥ－ＰＰＯコポリマーであってもよい。
【００４４】
　一実施形態では、レオロジー変性剤は、ポリビニルピロリドン、架橋ポリビニルピロリ
ドン、及び誘導体であってもよい。更なる実施形態では、レオロジー変性剤は、ポリビニ
ルアルコール及び誘導体であってもよい。
【００４５】
　更なる実施形態では、レオロジー変性剤は、ポリエチレンイミン及び誘導体であっても
よい。
【００４６】
　他の実施形態では、レオロジー変性剤はシリカであってもよく、非限定的な例にはヒュ
ームドシリカ、沈降シリカ、シリコーン表面処理シリカが挙げられる。
【００４７】
　一実施形態では、レオロジー変性剤は水膨張性粘土であってもよく、非限定的な例には
ラポナイト、ベントライト、モンモリロナイト、スメクタイト、及びヘクトナイトが挙げ
られる。
【００４８】
　一実施形態において、レオロジー変性剤はガムであってもよく、非限定的な例にはキサ
ンタンガム、グアルガム、ヒドロキシプロリルグアルガム、アラビアガム、タラガント、
ガラクタン、カロブガム、カラヤガム、及びローカストビーンガムが挙げられる。
【００４９】
　更なる実施形態では、レオロジー変性剤は、ジベンジリデンソルビトール、カラギーナ
ン、ペクチン、寒天、クインスシード（マルメロ）、（米、コーン、じゃがいも、麦など
から得る）デンプン、デンプン誘導体（例えば、カルボキシメチルデンプン、メチルヒド
ロキシプロピルデンプン）、藻類エキス、デキストラン、サクシノグルカン、及びプレラ
ンであってもよい。
【００５０】
　レオロジー変性剤の非限定的な例としては、アクリルアミド／アンモニウムアクリレー
トコポリマー（及び）ポリイソブテン（及び）ポリソルベート２０；アクリルアミド／ナ
トリウムアクリロイルジメチルタウレートコポリマー／イソヘキサデカン／ポリソルベー
ト８０；アクリレートコポリマー；アクリレート／ベヘネス－２５メタクリレートコポリ
マー；アクリレート／Ｃ１０～Ｃ３０アルキルアクリレートクロスポリマー；アクリレー
ト／ステアレス－２０イタコネートコポリマー；アンモニウムポリアクリレート／イソヘ
キサデカン／ＰＥＧ－４０ヒマシ油；Ｃ１２～１６アルキルＰＥＧ－２ヒドロキシプロピ
ルヒドロキシエチルエチルセルロース（ＨＭ－ＥＨＥＣ）；カルボマー；架橋ポリビニル
ピロリドン（ＰＶＰ）；ジベンジリデンソルビトール；ヒドロキシエチルエチルセルロー
ス（ＥＨＥＣ）；ヒドロキシプロピルメチルセルロース（ＨＰＭＣ）；ヒドロキシプロピ
ルメチルセルロース（ＨＰＭＣ）；ヒドロキシプロピルセルロース（ＨＰＣ）；メチルセ
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ルロース（ＭＣ）；メチルヒドロキシエチルセルロース（ＭＥＨＥＣ）；ＰＥＧ－１５０
／デシルアルコール／ＳＭＤＩコポリマー；ＰＥＧ－１５０／ステアリルアルコール／Ｓ
ＭＤＩコポリマー；ポリアクリルアミド／Ｃ１３～１４イソパラフィン／ラウレス－７；
ポリアクリレート１３／ポリイソブテン／ポリソルベート２０；ポリアクリレートクロス
ポリマー－６；ポリアミド－３；ポリクオタニウム－３７（及び）水素添加ポリデセン（
及び）トリデセス－６；ポリウレタン－３９；アクリル酸ナトリウム／アクリロイルジメ
チルタウレート／ジメチルアクリルアミド；クロスポリマー（及び）イソヘキサデカン（
及び）ポリソルベート６０；ポリアクリル酸ナトリウムが挙げられる。市販のレオロジー
変性剤の例としては、ＡＣＵＬＹＮ（商標）２８、Ｋｌｕｃｅｌ　Ｍ　ＣＳ、Ｋｌｕｃｅ
ｌ　Ｈ　ＣＳ、Ｋｌｕｃｅｌ　Ｇ　ＣＳ、ＳＹＬＶＡＣＬＥＡＲ　ＡＦ１９００Ｖ、ＳＹ
ＬＶＡＣＬＥＡＲ　ＰＡ１２００Ｖ、Ｂｅｎｅｃｅｌ　Ｅ１０Ｍ、Ｂｅｎｅｃｅｌ　Ｋ３
５Ｍ、Ｏｐｔａｓｅｎｓｅ　ＲＭＣ７０、ＡＣＵＬＹＮ（商標）３３、ＡＣＵＬＹＮ（商
標）４６、ＡＣＵＬＹＮ（商標）２２、ＡＣＵＬＹＮ（商標）４４、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　
Ｕｌｔｒｅｚ　２０、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　Ｕｌｔｒｅｚ　２１、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　Ｕｌ
ｔｒｅｚ　１０、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　Ｕｌｔｒｅｚ　３０、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　１３４２
、Ｓｅｐｉｇｅｌ（商標）３０５、Ｓｉｍｕｌｇｅｌ（商標）６００、Ｓｅｐｉｍａｘ　
Ｚｅｎ、及びそれらの組み合わせが挙げられる。
【００５１】
　キャリア
　本発明の別の態様によると、頭皮ケア組成物は、少なくとも約２０重量パーセントの水
性キャリアを更に含んでもよい。一実施形態によると、水性キャリアは、例えば脱塩水又
は蒸留水から調製することができる。本発明の一実施形態では、キャリアは、水、（水と
混和する又は混和しない）有機溶媒、シリコーン溶媒、又はこれらの混合物であってもよ
い。本発明の実施形態では、揮発性キャリアは、水又は水と有機溶媒との混合物を含んで
もよい。更なる実施形態では、溶媒は、皮膚科学的に許容可能であってもよい。更なる実
施形態では、キャリアは、他の構成成分の微量成分として組成物中に付随的に組み込まれ
る場合を除き、最小限の有機溶媒を有するか、又は有意の濃度の有機溶媒を有さない水を
含んでもよい。他の実施形態では、２５０℃以下の沸点を有する水、有機溶媒及びシリコ
ーン溶媒は、揮発性溶媒又は揮発性キャリアであってもよい。一実施形態では、２５０℃
以上の沸点を持つ溶媒は、不揮発性とみなされ得る。
【００５２】
　キャリアの非限定的な例は、低級アルキルアルコール及び多価アルコール、１～６個の
炭素を有する一価アルコールのような低級アルキルアルコール、一態様では、エタノール
及びイソプロパノール、並びにグリコール、グリセリン、及びその他のジオールなどの多
価アルコールの水並びに水溶液を含んでもよい。
【００５３】
　水性キャリアで使用され得るその他の許容可能なキャリアとしては、エタノールなどの
アルコール化合物が挙げられるが、それらに限定されない。一実施形態では、組成物は、
アルコール、ジプロピレングリコール、及び／又は水を含む。
【００５４】
　頭皮ケア組成物は、約３．０～約１０のまでのｐＨを有してもよく、これは、２５℃の
組成物の標準水素電極を用いて直接的なｐＨ測定を行うことによって測定されてもよい。
したがって、頭皮ケア組成物のｐＨは、非限定的な例として、約４～約９の範囲であり得
る。
【００５５】
　頭皮用助剤
　本発明の一実施形態では、組成物は頭皮用助剤を含んでもよく、非限定的な例は、抗ふ
け活性物質粒子でもあり得る抗ふけ活性物質である。一実施形態において、抗ふけ活性物
質は、ピリジンチオン塩；炭酸亜鉛；ケトコナゾール、エコナゾール及びエルビオールな
どのアゾール；硫化セレン；粒状硫黄；サリチル酸などの角質溶解剤；及びこれらの混合



(11) JP 2016-529317 A 2016.9.23

10

20

30

40

50

物からなる群から選択される。一実施形態において、抗ふけ粒子はピリジンチオン塩であ
る。このような抗ふけ粒子は、組成物の成分と物理的及び化学的に適合すべきであり、さ
もなければ、製品の安定性、審美性又は性能を過度に損なうべきではない。
【００５６】
　ピリジンチオン微粒子は、本発明の組成物において用いられる好適な微粒子の抗ふけ活
性物質である。一実施形態において、抗ふけ活性物質は、１－ヒドロキシ－２－ピリジン
チオン塩であり、粒子形態である。一実施形態において、ピリジンチオン抗ふけ微粒子の
濃度は、本組成物の約０．０１重量％～約５重量％、又は約０．１重量％～約３重量％、
又は約０．１重量％～約２重量％の範囲である。一実施形態において、ピリジンチオン塩
は、亜鉛、錫、カドミウム、マグネシウム、アルミニウム及びジルコニウム、一般的な亜
鉛、典型的には１－ヒドロキシ－２－ピリジンチオンの亜鉛塩（「亜鉛ピリジンチオン」
又は「ＺＰＴ」として知られている）、一般的には血小板粒子形態の１－ヒドロキシ－２
－ピリジンチオン塩などの重金属から形成されるものである。一実施形態において、血小
板粒子形態の１－ヒドロキシ－２－ピリジンチオン塩は、最大約２０マイクロメートル、
又は最大約５マイクロメートル、又は最大約２．５マイクロメートルの平均粒径を有する
。ナトリウムなどの、他のカチオンから形成される塩も好適であり得る。ピリジンチオン
抗ふけ活性物質は、例えば、米国特許第２，８０９，９７１号、同第３，２３６，７３３
号、同第３，７５３，１９６号、同第３，７６１，４１８号、同第４，３４５，０８０号
、同第４，３２３，６８３号、同第４，３７９，７５３号、及び同第４，４７０，９８２
号で説明される。
【００５７】
　ある実施形態では、組成物は、ピリチオンの多価金属塩から選択される抗ふけ活性物質
に加えて、１つ又は複数の抗真菌及び／又は抗細菌活性物質を更に含む。ある実施形態で
は、抗細菌活性物質は、コールタール、硫黄、炭、ウィットフィールド軟膏、カステラー
ニ塗布剤、塩化アルミニウム、ゲンチアナバイオレット、オクトピロックス（ピロクトン
オラミン）、シクロピロックスオラミン、ウンデシレン酸及びその金属塩、過マンガン酸
カリウム、硫化セレン、チオ硫酸ナトリウム、プロピレングリコール、ビターオレンジ油
、尿素調製物、グリセオフルビン、８－ヒドロキシキノリンシロキノール、チオベンダゾ
ール、チオカルバメート、ハロプロジン、ポリエン、ヒドロキシピリドン、モルホリン、
ベンジルアミン、アリルアミン（テルビナフィンなど）、茶木油、クローブリーフ油、コ
リアンダー、パルマローザ、ベルベリン、タイムレッド、桂皮油、ケイ皮アルデヒド、シ
トロネル酸、ヒノキトール、イヒチオールペール、Ｓｅｎｓｉｖａ　ＳＣ－５０、Ｅｌｅ
ｓｔａｂ　ＨＰ－１００、アゼライン酸、リチカーゼ（ｌｙｔｉｃａｓｅ）、ヨードプロ
ピニルブチルカルバメート（ＩＰＢＣ）、オクチルイソチアザリノンなどのイソチアザリ
ノン、及びアゾール、並びにこれらの混合物からなる群から選択される。実施形態におい
て、抗細菌剤は、イトラコナゾール、ケトコナゾール、硫化セレン、コールタール、及び
これらの混合物からなる群から選択される。
【００５８】
　一実施形態では、アゾール抗菌剤は、ベンゾイミダゾール、ベンゾチアゾール、ビフォ
ナゾール、硝酸ブタコナゾール、クリンバゾール、クロトリマゾール、クロコナゾール、
エベルコナゾール、エコナゾール、エルビオール、フェンチコナゾール、フルコナゾール
、フルチマゾール、イソコナゾール、ケトコナゾール、ラノコナゾール、メトロニダゾー
ル、ミコナゾール、ネチコナゾール、オモコナゾール、硝酸オキシコナゾール、セルタコ
ナゾール、硝酸サルコナゾール、チオコナゾール、チアゾール、及びこれらの混合物から
なる群から選択されるイミダゾールであるか、又はアゾール抗菌剤は、テルコナゾール、
イトラコナゾール、及びこれらの混合物からなる群から選択されるトリアゾールである。
アゾール抗細菌活性物質は、本組成物中に存在するとき、本組成物全体の約０．０１重量
％～約５重量％、又は約０．１重量％～約３重量％、又は約０．３重量％～約２重量％の
量で含まれる。一実施形態において、アゾール抗細菌活性物質は、ケトコナゾールである
。一実施形態において、唯一の抗細菌活性物質は、ケトコナゾールである。
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【００５９】
　本発明はまた、抗細菌活性物質の組み合わせを含んでいてもよい。一実施形態において
、抗細菌活性物質の組み合わせは、オクトピロックスとジンクピリチオン、パインタール
と硫黄、サリチル酸とジンクピリチオン、サリチル酸とエルビオール、ジンクピリチオン
とエルビオール、ジンクピリチオンとクリムバゾール、オクトピロックスとクリムバゾー
ル、サリチル酸とオクトピロックス、及びこれらの混合物からなる組み合わせの群から選
択される。
【００６０】
　一実施形態において、本組成物は、有効な量の亜鉛含有層状材料を含む。一実施形態で
は、組成物は、本組成物全体の約０．００１重量％～約１０重量％、又は約０．０１重量
％～約７重量％、又は約０．１重量％～約５重量％、更なる実施形態では、０．２重量％
～約５重量％の亜鉛含有層状材料を含む。
【００６１】
　亜鉛含有層状材料は、結晶の成長が主として二次元で生じたものであってもよい。層構
造は、全ての原子が明確な層に組み込まれているものだけではなく、ギャラリーイオン（
gallery ion）と呼ばれる、層間にイオン又は分子があるものとすることが慣例的である
（Ａ．Ｆ．Ｗｅｌｌｓ「Ｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ　Ｉｎｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒ
ｙ」Ｃｌａｒｅｎｄｏｎ　Ｐｒｅｓｓ，１９７５）。亜鉛含有層状物質（ＺＬＭ）は、亜
鉛を層に組み込んでいてもよく、及び／又はギャラリーイオンの構成成分であってもよい
。以下のＺＬＭのクラスは、一般的分野における比較的一般的な例を代表するものであり
、この定義に適合する、より広範囲の物質に関して限定的であることを意図するものでは
ない。
【００６２】
　多くのＺＬＭが鉱物として天然に存在する。一実施形態において、ＺＬＭは、水亜鉛土
（炭酸水酸化亜鉛）、塩基性炭酸亜鉛、水亜鉛銅鉱（炭酸水酸化亜鉛銅）、亜鉛孔雀石（
炭酸水酸化銅亜鉛）、及びこれらの混合物からなる群から選択される。亜鉛を含有する関
連鉱物が組成物中に含まれてもよい。粘土性鉱物（例えば、フィロシリケート）のような
アニオン性層の化学種が、イオン交換された亜鉛ギャラリーイオンを含有する、天然のＺ
ＬＭも存在することができる。これらの天然物質の全てはまた、合成的に得ることもでき
、又は組成物中にその場で若しくは製造プロセスの間に形成させることもできる。
【００６３】
　必ずしもではないが多くの場合、合成であるＺＬＭの別の一般的なクラスは、層状複水
酸化物である。ある実施形態では、ＺＬＭは、式［Ｍ2+

1-xＭ
3+

x（ＯＨ）2］
x+Ａm-

x/m・
ｎＨ2Ｏ（式中、二価イオン（Ｍ2+）の一部又は全ては、亜鉛イオンである）に係る層状
複水酸化物である（Ｃｒｅｐａｌｄｉ，ＥＬ，Ｐａｖａ，ＰＣ，Ｔｒｏｎｔｏ，Ｊ，Ｖａ
ｌｉｍ，ＪＢ　Ｊ．Ｃｏｌｌｏｉｄ　Ｉｎｔｅｒｆａｃ．Ｓｃｉ．２００２，２４８，４
２９－４２）。
【００６４】
　ヒドロキシ複塩と呼ばれる、更に別の種類のＺＬＭを調製することもできる（Ｍｏｒｉ
ｏｋａ，Ｈ．，Ｔａｇａｙａ，Ｈ．，Ｋａｒａｓｕ，Ｍ，Ｋａｄｏｋａｗａ，Ｊ，Ｃｈｉ
ｂａ，Ｋ　Ｉｎｏｒｇ．Ｃｈｅｍ．１９９９，３８，４２１１－６）。一実施形態におい
て、ＺＬＭは、式［Ｍ2+

1-xＭ
2+
1+x（ＯＨ）3(1-y)］

+Ａn-
(1=3y)/n・ｎＨ2Ｏに一致する

ヒドロキシ複塩であり、２つの金属イオン（Ｍ2+）は同一であってもよいし又は異なって
いてもよい。それらが同一であってかつ亜鉛で表される場合、式は、［Ｚｎ1+x（ＯＨ）2

］2x+　２ｘ　Ａ-・ｎＨ2Ｏに簡素化される。この後者の式は、水酸化塩化亜鉛及び水酸
化硝酸亜鉛のような物質を表す（式中、ｘ＝０．４）。一実施形態において、ＺＬＭは、
ヒドロキシ塩化亜鉛及び／又はヒドロキシ硝酸亜鉛である。これらはまた、二価のアニオ
ンで一価のアニオンを置き換える、水亜鉛土にも関連する。また、これらの物質は、組成
物中にその場で形成させてもよく、又は製造プロセスの間に形成させてもよい。
【００６５】
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　一実施形態において、本組成物は塩基性炭酸亜鉛を含む。塩基性炭酸亜鉛の市販されて
いる原料には、Ｚｉｎｃ　Ｃａｒｂｏｎａｔｅ　Ｂａｓｉｃ（Ｃａｔｅｒ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌｓ：Ｂｅｎｓｅｎｖｉｌｌｅ，ＩＬ，ＵＳＡ）、Ｚｉｎｃ　Ｃａｒｂｏｎａｔｅ（Ｓ
ｈｅｐｈｅｒｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ：Ｎｏｒｗｏｏｄ，ＯＨ，ＵＳＡ）、Ｚｉｎｃ　Ｃ
ａｒｂｏｎａｔｅ（ＣＰＳ　Ｕｎｉｏｎ　Ｃｏｒｐ．：Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，ＮＹ，ＵＳＡ
）、Ｚｉｎｃ　Ｃａｒｂｏｎａｔｅ（Ｅｌｅｍｅｎｔｉｓ　Ｐｉｇｍｅｎｔｓ：Ｄｕｒｈ
ａｍ，ＵＫ）、及びＺｉｎｃ　Ｃａｒｂｏｎａｔｅ　ＡＣ（Ｂｒｕｇｇｅｍａｎｎ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌ：Ｎｅｗｔｏｗｎ　Ｓｑｕａｒｅ，ＰＡ，ＵＳＡ）が挙げられる。塩基性炭
酸亜鉛は、商業的には、「炭酸亜鉛」、「炭酸亜鉛塩基」、又は「ヒドロキシ炭酸亜鉛」
と呼ばれる場合もあるが、天然の水亜鉛土に似た物質からなる合成物である。理想的な化
学量論は、Ｚｎ5（ＯＨ）6（ＣＯ3）2により表されるが、実際の化学量論的比は僅かに変
化することがあり得、またその他の不純物が結晶格子内に組み込まれる場合がある。
【００６６】
　亜鉛含有層状材料及びピリチオン又はピリチオンの多価金属塩を有する実施形態では、
亜鉛含有層状材料とピリチオン又はピリチオンの多価金属塩の比は、約５：１００～約１
０：１、又は約２：１０～約５：１、又は約１：２～約３：１である。
【００６７】
　ポリオール
　ポリオールは、本発明の構成成分である。本発明の一実施形態では、ポリオールの非限
定的な例は、グリセリンである。グリセリンは、パーソナルケア用途及び医薬製剤で非常
に広く使われている無色無臭の粘性液体である。グリセリンは、その水溶性と保湿性に関
与する３つのヒドロキシル基を含む。グリセリンは、パーソナルケア用途において、毛髪
及び皮膚用助剤として周知である。この物質は、非常に清潔な表面触感を保持しながら、
ヒトの毛髪に浸透して、毛髪繊維の柔軟化によって、コンディショニング性と柔らかさを
もたらすことができる。グリセリンは、水よりも、疎水度の高い汚れ成分（すなわち皮脂
）を除去することが観察されている。
【００６８】
　グリセリンの濃度は、シャンプー組成物の約０．１重量％～約１０重量％、約０．５重
量％～約８重量％、約１重量％～約７重量％、及び約３．０重量％～約６重量％である。
【００６９】
　本発明の別の実施形態では、他のポリオールを用いてもよい。非限定的な例としては、
プロピレングリコール、糖ポリオール（ソルビトールなど）、アロエベラゲル、及びハチ
ミツが挙げられる。
【００７０】
　シリコーン
　本発明の組成物のコンディショニング剤は、シリコーンコンディショニング剤であるこ
とができる。シリコーンコンディショニング剤は、揮発性シリコーン、不揮発性シリコー
ン、又はこれらの組み合わせを含んでよい。シリコーンコンディショニング剤の濃度は典
型的には、その組成物の重量比で、約０．０１％～約１０％、約０．１％～約８％、約０
．１％～約５％、及び／又は約０．２％～約３％の範囲である。好適なシリコーンコンデ
ィショニング剤の非限定例、及びシリコーンのための任意の懸濁剤は、米国再発行特許第
３４，５８４号、米国特許第５，１０４，６４６号、及び同第５，１０６，６０９号に記
載されており、説明は参照によって本明細書に組み込まれる。本発明の組成物で用いるた
めのシリコーンコンディショニング剤は、２５℃で測定したとき、約２０～約２，０００
，０００平方ミリメートル／秒（ｍｍ2／ｓ）（２，０００，０００センチストークス（
「ｃｓｋ」））、約１，０００～約１，８００，０００ｍｍ2／ｓ（１，０００～約１，
８００，０００ｃｓｋ）、約５０，０００～約１，５００，０００ｍｍ2／ｓ（５０，０
００～約１，５００，０００ｃｓｋ）、及び／又は約１００，０００～約１，５００，０
００ｍｍ2／ｓ（１００，０００～約１，５００，０００ｃｓｋ）の粘度を有することが
できる。
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【００７１】
　分散シリコーンコンディショニング剤粒子の体積平均粒径は、典型的には約０．０１マ
イクロメートル～約５０マイクロメートルの範囲である。小型の粒子を毛髪に適用するた
め、体積平均粒子直径は、典型的には、約０．０１μｍ～約４μｍ、約０．０１μｍ～約
２μｍ、約０．０１μｍ～約０．５μｍの範囲である。大きな粒子を毛髪に適用する場合
には、その体積平均粒径は典型的には、約５マイクロメートル～約１２５マイクロメート
ル、約１０マイクロメートル～約９０マイクロメートル、約１５マイクロメートル～約７
０マイクロメートル、及び／又は約２０マイクロメートル～約５０マイクロメートルの範
囲である。
【００７２】
　シリコーンに関する追加の資料は、シリコーン流体、シリコーンガム、及びシリコーン
樹脂、並びにシリコーンの製造について論じる項を含め、Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏ
ｆ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ，ｖｏｌ．１５
，２ｄ　ｅｄ．，ｐｐ　２０４～３０８，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，Ｉｎｃ
．（１９８９）に見られ、この文献は、参照により本明細書に組み込まれる。
【００７３】
　本発明の実施形態で用いるのに適するシリコーンエマルションとしては、米国特許第４
，４７６，２８２号、及び米国特許出願公開第２００７／０２７６０８７号に示されてい
る説明にしたがって調製した不溶性ポリシロキサンのエマルションが挙げられるが、これ
らに限らない。したがって、好適な不溶性ポリシロキサンとしては、分子量が約５０，０
００～約５００，０００ｇ／モルの範囲内であるα，ωヒドロキシ末端ポリシロキサン、
又はα，ωアルコキシ末端ポリシロキサンなどのポリシロキサンが挙げられる。不溶性ポ
リシロキサンの平均分子量は、約５０，０００～約５００，０００ｇ／モルの範囲内であ
ることができる。例えば、不溶性ポリシロキサンは、約６０，０００～約４００，０００
、約７５，０００～約３００，０００、約１００，０００～約２００，０００の範囲内の
平均分子量、又は約１５０，０００ｇ／ｍｏｌの平均分子量を有し得る。不溶性ポリシロ
キサンの平均粒径は、約３０ｎｍ～約１０マイクロメートルの範囲内であることができる
。この平均粒径は例えば、約４０ｎｍ～約５マイクロメートル、約５０ｎｍ～約１マイク
ロメートル、約７５ｎｍ～約５００ｎｍ、又は約１００ｎｍの範囲内であってよい。
【００７４】
　不溶性ポリシロキサンの平均分子量、シリコーンエマルションの粘度、及び不溶性ポリ
シロキサンを含む粒子の大きさは、Ｓｍｉｔｈ，Ａ．Ｌ．Ｔｈｅ　Ａｎａｌｙｔｉｃａｌ
　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ｏｆ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎ
ｓ，Ｉｎｃ．：Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，１９９１に開示されている方法のように、当業者に広
く用いられている方法によって求める。例えば、シリコーンエマルションの粘度は、３０
℃にて、ブルックフィールド型粘度計で、スピンドルＮｏ．６を用いて、２．５ｒｐｍで
測定できる。シリコーンエマルションは、アニオン性界面活性剤とともに、追加の乳化剤
を更に含んでもよい。
【００７５】
　本発明の組成物への使用に好適なシリコーンの他の種類としては、ｉ）２５℃で測定し
たときに約１，０００，０００ｍｍ2／ｓ（１，０００，０００ｃｓｋ）未満の粘度を有
する流動性材料であるシリコーン油を含むがこれに限定されないシリコーン流体、ｉｉ）
少なくとも１つの１級、２級、又は３級アミンを含むアミノシリコーン、ｉｉｉ）少なく
とも１つの第四級アンモニウム官能基を含むカチオン性シリコーン、ｉｖ）２５℃で測定
したときに１，０００，０００ｍｍ2／ｓ（１，０００，０００ｃｓｋ）以上の粘度を有
する材料を含むシリコーンガム、ｖ）高度に架橋したポリマーシロキサン系を含むシリコ
ーン樹脂、ｖｉｉ）少なくとも１．４６の屈折率を有する高屈折率シリコーン、及びこれ
らの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。
【００７６】
　有機コンディショニング材
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　本発明のシャンプー組成物のコンディショニング剤は、単独か、上記のシリコーンのよ
うな他のコンディショニング剤と組み合わせるかにかかわらず、油又はロウなどの有機コ
ンディショニング材も少なくとも１つ含んでよい。この有機材は、ポリマーでないことも
、オリゴマーであることも、ポリマーであることもできる。この有機材は、油又はロウの
形状であってよく、調合物に、そのまま加えても、予備乳化した状態で加えてもよい。有
機コンディショニング材の非限定的な例の一部としては、ｉ）炭化水素油、ｉｉ）ポリオ
レフィン、ｉｉｉ）脂肪酸エステル、ｉｖ）フッ素化コンディショニング化合物、ｖ）脂
肪酸アルコール、ｖｉ）アルキルグルコシド及びアルキルグルコシド誘導体、ｖｉｉ）４
級アンモニウム化合物、ｖｉｉｉ）ポリエチレングリコール、及び分子量が約２，０００
，０００以下のポリプロピレングリコール（ＣＴＦＡ名がＰＥＧ－２００、ＰＥＧ－４０
０、ＰＥＧ－６００、ＰＥＧ－１０００、ＰＥＧ－２Ｍ、ＰＥＧ－７Ｍ、ＰＥＧ－１４Ｍ
、ＰＥＧ－４５Ｍのものなどを含む）、並びにこれらの混合物が挙げられるが、これらに
限らない。
【００７７】
　頭皮用健康活性物質
　本発明の一実施形態では、頭皮用健康活性剤が添加されてもよく、ＺＰＴによってもた
らされる抗真菌／抗ふけ効能に加えて頭皮効果をもたらす。この材料群は変化し、かつ加
湿、バリア改善、抗真菌、並びに抗酸化、抗かゆみ、及び感覚惹起を含む幅広い効果をも
たらす。かかる皮膚用健康活性物質は、ビタミンＥ及びＦ、サリチル酸、グリコール、グ
リコール酸、ＰＣＡ、複数のＰＥＧ、エリトリトール、グリセリン、乳酸塩、ヒアルロン
酸、アラントイン及びその他の尿素、ベタイン、ソルビトール、グルタミン酸、キシリト
ール、メントール、乳酸メンチルエステル、イソシクレモン、ベンジルアルコール、並び
にペパーミント、スペアミント、アルガン、ホホバ及びアロエを含む天然抽出物／油類を
含むが、これらに限定されない。
【００７８】
　任意選択成分
　本発明の組成物は、また、必要に応じて任意の好適な任意成分を更に含んでもよい。例
えば、組成物は、任意選択的に他の活性又は不活性成分を含むことができる。
【００７９】
　組成物は、ピリチオン亜鉛、ミノキシジル、シリコーン、グリセリン、コンディショニ
ング剤、及び他の好適な材料のような他の一般的な毛髪成分を含んでもよい。ＣＴＦＡ　
Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，Ｔｅｎｔｈ　Ｅｄｉｔｉ
ｏｎ（Ｃｏｓｍｅｔｉｃ，Ｔｏｉｌｅｔｒｙ，ａｎｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ａｓｓｏｃ
ｉａｔｉｏｎ，Ｉｎｃ．（Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ，Ｄ．Ｃ．）出版）（２００４年）（本
明細書で以後「ＣＴＦＡ」と呼ぶ）に、本明細書の組成物に添加できる様々な非限定的材
料が記載されている。これらの成分の部類の例としては、研磨剤；吸収剤；芳香剤、顔料
、着色剤／染料、精油、皮膚感覚剤、収斂剤などの美的成分（例えば、丁子油、メントー
ル、カンファー、ユーカリ油、オイゲノール、メンチルラクテート、ウィッチヘーゼル留
出物）；抗ニキビ剤；固化防止剤；消泡剤；抗菌剤（例えば、ヨードプロピルブチルカー
バメート）；酸化防止剤；結合剤；生物学的添加物；緩衝剤；充填剤；キレート化剤；化
学添加物；染料；美容収斂剤；美容殺生剤；変性剤；薬用収斂剤；外用鎮痛剤；被膜形成
剤又は物質、例えば、組成物の被膜形成特性及び持続性を補助するためのポリマー（例え
ば、エイコセン及びビニルピロリドンのコポリマー）；不透明化剤；ｐＨ調整剤；推進剤
；還元剤；封鎖剤；レオロジー変性剤；毛髪コンディショニング剤；及び界面活性剤が挙
げられるが、これらに限定されない。
【００８０】
　本発明の製剤は、通常のヘアケア組成物中に存在し得る。この組成物は、溶液、分散液
、エマルション、粉末、タルク、カプセル状、球体、スポンジャー（sponger）、固形剤
形、発泡体、及びその他の送達機構の形態であってよい。本発明の組成物は、ヘアトニッ
ク、コンディショナー、トリートメント、及びスタイリング製品のようなリーブオンヘア
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製品、コンディショナー、シャンプー、及びトリートメント製品のようなリンスオフヘア
製品、並びに毛髪に塗布可能であり、好ましくは頭皮に塗布可能な、任意の他の形態であ
ってもよい。
【００８１】
　ＩＩ．方法
　分析的ＺＰＴ安定性及び粘度研究
　本発明は、複数の温度条件で経時的なＺＰＴ粒子の懸濁及び安定性の維持に必要な粘度
範囲を測定した。更に本発明は、現行の頭皮ケア組成物内でＺＰＴ安定性を説明すること
ができる。
【００８２】
　組成物は、ｐＨ中和剤の増加するレベルを用いて１００ｃｐｓ～１０，０００ｃｐｓ未
満までの異なる粘度に調製される。その後製剤は、頭皮ケア製品を容易に分注することが
できるものを表すパッケージ容器内で、１か月間、５℃、２５℃、及び４０℃のＣＴ（温
調）ルーム内において、プロトタイプの範囲で一定温度に置かれ、その後それぞれのボト
ルの試料を、頂部、中部、及び底部で取得し、かつＺＰＴ容積を試験した。また、それぞ
れの試料は、可視的沈降物尺度が評価された。
【００８３】
　粘度－以下のデータ考察を通して、「粘度」は、３分間２　１／ｓの一定の剪断速度の
２．５ｍＬの試料を用いて２６．７℃でＣｏｎｅ　Ｃ７５－１を持つＢｒｏｏｋｆｉｅｌ
ｄ　Ｒｈｅｏｍｅｔｅｒ　ＲＳ上で測定したセンチポイズ（ｃｐｓ）における粘度を表す
ために用いられる。この方法は、試料がそれぞれの温調ルームから取り除かれ、かつ３時
間以上室温条件に戻ることができた後に実施された。「初期粘度」は、プロトタイプをＣ
Ｔルーム内に置いて熟成する前に、０日目に測定される。
【００８４】
　可視的沈降物尺度－プロトタイプは、０．０６ｍＬ（２ｏｚ）のガラス瓶内に満たされ
、かつおよそ２５℃で２週間保たれた後、ボトルの高さに跨って均質性が視覚的に評価さ
れた。使用された評価尺度は０～３で、０＝頂部から底部まで視覚的に均質、沈降物なし
及び３＝頂部と、顕著な沈降物のある底部との間に顕著な差異あり、となる。
【００８５】
　製品サンプリングプロトコル－各ＣＴルームから試料を除去する。指示点でパッケージ
の側部に針で穴をあけ、ボトルのおよそ中心～２０ｍｍに挿入する。ボトルの底部から５
ｍｍにある「底部」試料で開始し、～２０ｍＬの製品を除去し、かつガラスバイアル内に
置く。４５ｍｍの「中部」試料及び８５ｍｍの「頂部」試料で繰り返す。
【００８６】
　ＺＰＴ検知方法－この方法は、リーブオントリートメントでジンクピリチオン（ＺＰＴ
）の％を分析するために用いられる。ピリチオンは、白金環電極の組み合わせを用いて測
定された滴定の終点を持つ自動滴定装置によってヨウ素で滴定される。
【００８７】
　結果
【００８８】
【表１】
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【００８９】
　製品１Ａは、以下の実施例の表の実施例１であり、ニュートロールＴｅが０．００％で
あることを例外とする。製品Ｂは、以下の実施例の表の実施例１と同じ組成物であり、ニ
ュートロールＴＥが０．０６％であることを例外とする。製品１ｃは、以下の実施例の表
の実施例１と同じ組成物であり、ニュートロールＴＥが０．０７５％であることを例外と
する。製品１Ｂは、以下の実施例の表の実施例１と同じ組成物であり、ニュートロールＴ
Ｅが０．０９％であることを例外とする。
【００９０】
　５℃、２５℃、及び４０℃で１ヶ月以上ＺＰＴ懸濁を維持するために、２　１／秒の剪
断で測定された際の粘度は、１０００ｃｐｓ以上必要である。低粘度の状態において、高
密度のＺＰＴ粒子は、パッケージングの底に沈殿することとなり、パッケージ中の抗ふけ
活性物質濃度の差につながる。
【００９１】
　頭皮ケアリーブオントリートメントの利用の消費者調査パネル評価
　本研究の目的は、３つの頭皮トリートメントに対するパネリストの知覚又は滴下、被覆
、及び広がりを測定することであり、３つの頭皮トリートメントは、低い、バランスの取
れた、並びに高いレオロジープロファイルを包含する。
【００９２】
　方法：
　パネリストの募集－パネリストのグループは、２０人の個人からなり、男女比は５０：
５０、年齢は１８歳から５５歳までである。パネリストは、頭皮用リーブオントリートメ
ントの使用に詳しいが、研究に含まれるものには特に精通していない。
【００９３】
　製品－全ての製品は、無作為順で、かつ以下の符号を用いて隠された状態で、それぞれ
のパネリストによって評価された。
　１．製品１（低粘度の例）→頭皮処理液
　２．製品２（高粘度の例）→頭皮スタイリングクリーム
　３．製品３（平衡した例）→本発明の頭皮処理（例１を参照）
【００９４】
　製品１は、市販の比較製品であって、以下の原料、サリチル酸、水、変性アルコール、
プロピレングリコール、メントール、アロエベラ葉抽出物、ティーツリー葉油、トコフェ
リル酢酸を含む。
【００９５】
　製品２は、市販の皮革製品であって、以下の原料、ピリチオン亜鉛、水、セトステアリ
ルアルコール、ステアレス－２０、プロピレングリコール、ＰＰＧ－５－セテス－２０、
イソプロピルパルミチン酸、コポビドンＫ－２５－３１、ステアレス－２、グリセリン、
ＤＭＤＭヒダントイン、ＰＥＧ－１００ステアリン酸、ブチレングリコール、トリデセス
－６、ブチルカルバミン酸ヨウ化プロピニル、ＦＤ＆Ｃ　Ｂｌｕｅ　Ｎｏ．１を含む。
【００９６】
　それぞれのパネリストは、３つの異なる観測点を完了し、それぞれの観測点の後に全３
つの製品に対する質問票の記入を終えた。
【００９７】
　観測点１－０．５～１．０ｍＬの分量のそれぞれの製品が、３０度の角度で保持された
１５ｃｍ（６インチ）の皮膚擬態断片の頂部に任意で塗布される。皮膚擬態は、ヒトの内
側前腕の手触り、表面エネルギー及び表面電荷を持つポリウレタン基材であり得る。これ
は、金型内で液状ウレタンを鋳造して前腕の手触りを生み出し、その後プラズマ表面改質
を適用して前腕皮膚の特定の表面エネルギー及び表面電荷を作り出すことによって作製さ
れる。皮膚擬態に全ての製品を塗布した後、パネリストはおよそ５秒間観察し、その後質
問票の記入を完了する。皮膚擬態は、パネリストの利用の合間に７０：３０のエタノール
で洗浄された。
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　質問１：製品が滴下する量（１＝滴下なし、５＝極度の滴下）
　質問２：置かれた場所に留まる製品の能力（１＝非常に良く静止する、５＝全く静止し
ない）
【００９８】
　観測点２－０．５～１．０ｍＬの分量の製品が、１５ｃｍ×８ｃｍ（６インチ×３イン
チ）の皮膚擬態の３分の１の断片に任意で塗布される。パネリストは、第１の製品を塗布
した後、指定領域を被うように２本の指で製品をすり込む。パネリストは指の汚れを落と
し、第２及び第３の製品で繰り返す。全製品の評価後、パネリストは質問票の記入を完了
する。皮膚擬態は、パネリストの利用の間に７０：３０のエタノールで洗浄された。
　質問３：製品の広げやすさ（１＝広げやすい、５＝広げにくい）
　質問４：領域を被う製品の能力（１＝被いやすい、５＝被いにくい）
【００９９】
　観測点３－２．０～５．０ｍＬの分量の製品が、２５～６１ｃｍ（１０～２４インチ）
の間の長さの湿った毛髪でマネキンの頭頂部に任意で塗布される。製品は３本の線で適用
され、中央に１本並びにその左側及び右側にそれぞれ１本適用し、パネリストは両手を使
用して、毛髪及び頭皮に製品をすり込む。パネリストは指の汚れを落とし、異なるマネキ
ン頭部上で第２及び第３の製品で繰り返す。全製品の評価後、パネリストは質問票の記入
を完了する。マネキン頭部及び毛髪は、パネリストの利用の合間にノンコンディショニン
グシャンプーで汚れを落とす。
　質問１：製品の分注しやすさ（１＝分注しやすい、５＝分注しにくい）
　質問２：製品が滴下する量（１＝滴下なし、５＝極度の滴下）
　質問３：置かれた場所に留まる製品の能力（１＝非常に良く静止する、５＝全く静止し
ない）
　質問４：製品の広げやすさ（１＝広げやすい、５＝広げにくい）
　質問５：頭皮を被う製品の能力（１＝被いやすい、５＝被いにくい）
【０１００】
　統計的分析－方法の分析は、ＪＭＰソフトウェアを用いて完了され、かつ方法は、９５
％の確信でＳｔｕｄｅｎｔのｔ　ＬＳＤを介して比較される。
【０１０１】
　結果：
　適用部位に対する滴下及び保持－皮膚擬態上及びマネキン頭部上の両方で、パネリスト
は、塗布された場所で顕著に滴下している及び塗布された場所に留まる能力が顕著に低い
低粘度製品（１）を観察する。したがって、患部に塗布されたとき、低粘度製品１は、他
の表面へ顕著に滴下、流出、又は移動する可能性があり、これにより塗布された場所から
活性成分を除去し、製品の効果が低下する。
【０１０２】
【表２】

【０１０３】
　適用部位で広げる及び被う能力－皮膚擬態上及びマネキン頭部上の両方で、パネリスト
は、顕著に広げにくく、かつ適用部位を被いにくい高粘度製品２を観察する。したがって
適用時、高粘度製品２は、顕著に患部で広げにくくかつ患部を被いにくいため、不均等か
つ不均質な被覆の頭皮用助剤につながる。
【０１０４】
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【表３】

【０１０５】
　消費者使用経験の範囲内の２つの特定の接点は、頭皮トリートメントからの頭皮用助剤
の効果的な分注を指令することとなる。第１の特定の接点は、適用部位での製品の保持性
である。製品が、（製品１のように）他の表面に簡単に流出、滴下、又は移動する場合、
最も必要な場所から頭皮助剤を洗い去ってしまうこととなり、不均等かつ不均質な分注に
つながり、これにより効能が低減する。第２の特定の接点は、患部を完全に被う製品の能
力である。製品を、（製品２のように）皮膚上及び毛髪全体に広げることが難しい場合、
頭皮トリートメント剤は、患部全体と触れ合うことはなく、不均等かつ不均質な送達につ
ながり、これにより効能が低減する。したがって、本発明の表す製品３と同様に保持力及
び被覆のバランスを取ることが必要な中程度の粘度／レオロジーがあることが判明した。
【０１０６】
　製品１は、レオロジー変性剤を持たないと考えられ、これが原因で、本発明がもたらす
効果をもたらさないと考えられる。製品２は、適切な量のレオロジー変性剤を有さないた
めに作用しない可能性があり、かつ本発明がもたらす効果をもたらさないと考えられる。
【０１０７】
　（製剤及び実施例）
　以下は、本発明の非限定的な実施例である。これらの実施例は、単に説明のために示す
ものであり、本発明を限定するものと解釈すべきでなく、本発明の趣旨及び範囲から逸脱
することなく多くの改変が可能であり、当業者にはこれらのことが理解されよう。
【実施例】
【０１０８】
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【表４】

　*１の例　Ｃａｒｂｏｐｏｌ　Ｕｌｔｒｅｚ　２１：Ｌｕｂｒｉｚｏｌから入手可能
　*２の例　Ｃａｒｂｏｐｏｌ　Ｕｌｔｒｅｚ　２１：Ｌｕｂｒｉｚｏｌから入手可能
　*３の例　Ｓｅｐｉｇｅｌ　３０５：Ｓｅｐｐｉｃから入手可能
　*４の例　Ｓｅｐｉｇｅｌ　３０５：Ｓｅｐｐｉｃから入手可能
　*５の例　Ａｍａｚｅ　ＸＴ：ＡｋｚｏＮｏｖｅｌから入手可能
　*６の例　Ｊｅｅｓｐｅｒｓｅ　ＣＰＷ－ＣＧ－０２：Ｊｅｅｎから入手可能
　*７の例　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　Ｐｌｕｓ：Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌから入手可能
　*８ａの例　ＺＰＴ：Ｌｏｎｚａ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃａｒｅから入手可能
　*８ｂの例　Ｚｉｎｃ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ：Ｂｒｕｅｇｇｅｍａｎｎ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌから入手可能
　*９の例　Ｓｉｌｓｏｆｔ　４３０　Ｄｉｍｅｔｈｉｃｏｎｅ　Ｃｏｐｏｌｙｏｌ：Ｍ
ｏｍｅｎｔｉｖｅから入手可能
　*１０の例　Ａｂｉｌ　Ｃａｒｅ　８５：Ｅｖｏｎｉｋから入手可能
　*１１の例　Ｃｅｌｑｕａｔ　Ｈ－１００：Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌから入手可能
　*１２の例　Ｌｉｐｏｆｒｕｃｔｙｌ　Ａｒｇａｎ　ＬＳ９７７９：ＢＡＳＦから入手
可能
　*１３の例　ＰＶＰ　Ｋ－３０：ＩＳＰ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓから入手可能
　*１４の例　Ｍｉｃｒｏｔｈｅｎｅ　ＦＮ　５１０－００：Ｅｑｕｉｓｔａｒ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌｓから入手可能
　*１５の例　Ｄｒｙ　Ｆｌｏ　ＴＳ：Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌから入手可能
　*１６の例　Ｎｅｏｌｏｎｅ　９５０：Ｒｏｈｍ　ａｎｄ　Ｈａａｓから入手可能
　*１７の例　Ｃｒｅｍｏｐｈｏｒ　ＲＨ－４０　Ｓｕｒｆａｃｔａｎｔ：ＢＡＳＦから
入手可能
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　*１８の例　Ｎｅｕｔｒｏｌ　Ｔｅ：ＢＡＳＦから入手可能
　*１９の例　Ｔｒｏｌａｍｉｎｅ：Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから入手可能
　*２０の例　Ｇｌｙｐｕｒｅ：ＤｕＰｏｎｔから入手可能
【０１０９】
　実施例１～７は、本発明を表す。実施例８及び実施例９は、比較例を表す。実施例８は
、十分な量のレオロジー変性剤を含有しないと思われるため、本発明がもたらす望ましい
効果をもたらさない。実施例９は、望ましいレオロジー変性剤を欠いていると思われるた
め、本発明がもたらす望ましい効果をもたらさない。
【０１１０】
　実施例においては、別途記載のない限り、全ての濃度は重量％として掲載されており、
希釈剤及び充填剤などの微量の物質は除外され得る。そのため、掲載した処方は、掲載し
た成分及びそのような成分に関連するいかなる微量物質をも含む。当業者にとって明白な
ように、このような微量成分の選択は、ヘアケア組成物を調製するために選択した特定成
分の物理的及び化学的特性によって変わる。
【０１１１】
　粘度試験方法
　ゼロ剪断粘度値を提供する方法
　沈降及び安定性に関連したゼロ剪断粘度は、以下の方法を用いて測定され得る。
　頭皮ケア組成物の粘度を、回転する円錐と静止した平板との間の隙間に含有される試料
物質から生じる粘性抗力を測定する円錐平板粘度計／レオメーターで判定してもよい。円
錐及び平板の幾何学的形状は、試料全体が一様な剪断速度を受けるようなものであっても
よい。安定性及び沈降物に対する関連粘度を判定するために、３．９５ｍＬの試料サイズ
を用いて２５セルシウス温度で６ｃｍのアクリル円錐を４度に装備したＡｄｖａｎｃｅｄ
　Ｒｈｅｏｍｅｔｅｒ　２０００、及び溶媒トラップが、０．０１Ｐａで一定の応力クリ
ープ工程に続く、２分間の緩和時間からなる手順で用いられてもよい。ストークスの法則
を用いて、２マイクロメートルの半径を持つ粒子上の重量（沈降物）からの応力を算出す
ることができ、かつ密度９２０ｋｇ／ｍ3の流体内における密度１８００ｋｇ／ｍ3は、０
，０１Ｐａで近似し得る。剪断速度は、その後Ｒｈｅｏｌｏｇｙ　Ａｄｖａｎｔａｇｅ　
Ｄａｔａ　Ａｎａｌｙｓｉｓパッケージを用いて６０秒～２４０秒まで収集した歪対時間
のデータを通して直線を当てはめることによって判定され、かつ特定した応力の粘度は、
その後Ｐａ　ｓで応力／速度によって算出される。本発明の一実施形態では、組成物は、
０．０１Ｐａで測定されたゼロ剪断粘度が１，５００Ｐａ　ｓ超であり、更なる実施形態
では、０．０１Ｐａで測定されたゼロ剪断粘度が２，０００Ｐａ　ｓ超であり、また更な
る実施形態では、０．０１Ｐａで測定されたゼロ剪断粘度が１０，０００Ｐａ　ｓ超であ
る。
【０１１２】
　中程度応力粘度値を提供する方法
　頭皮ケア組成物の滴下に関連した中程度応力粘度値は、以下の方法を用いて測定され得
る。
　頭皮ケア組成物の粘度を、回転する円錐と静止した平板との間の隙間に含有される試料
物質から生じる粘性抗力を測定する円錐平板粘度計／レオメーターで判定してもよい。円
錐及び平板の幾何学的形状は、試料全体が一様な剪断速度を受けるようなものであっても
よい。滴下に対する関連粘度を判定するために、３．９５ｍＬの試料サイズを用いて２５
セルシウス温度で６ｃｍのアクリル円錐を４度に装備したＡｄｖａｎｃｅｄ　Ｒｈｅｏｍ
ｅｔｅｒ　２０００、及び溶媒トラップが、１Ｐａの一定応力の適用に続く、２分間の緩
和時間からなる手順で用いられてもよい。およそ１Ｐａの応力は、４５度のような角度で
密度９２０ｋｇ／ｍ3の流体の賞的の重量からの応力に基づいて算出される。剪断速度は
、その後Ｒｈｅｏｌｏｇｙ　Ａｄｖａｎｔａｇｅ　Ｄａｔａ　Ａｎａｌｙｓｉｓパッケー
ジを用いて６０秒～２４０秒まで収集した歪対時間のデータを通して直線を当てはめるこ
とによって判定され、かつ特定した応力の粘度は、その後Ｐａ　ｓで応力／速度によって
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算出される。本発明の一実施形態では、組成物は、１Ｐａで測定された中程度応力粘度が
１，０００Ｐａ　ｓ超であり、更なる実施形態では、１Ｐａで測定された中程度応力粘度
が１，５００Ｐａ　ｓ超であり、また更なる実施形態では、１Ｐａで測定された中程度応
力粘度が５０００Ｐａ　ｓ超である。
【０１１３】
　高剪断速度粘度値を提供する方法
　頭皮ケア組成物の広がりに関連した高剪断速度粘度は、以下の方法を用いて測定され得
る。
　ヘアケア組成物の粘度は、回転する円錐と静止した平板との間の隙間に含有される試料
物質から生じる粘性抗力を測定する同心円筒又は円錐平板粘度計／レオメーターで判定し
てもよい。広がりに対する関連粘度を判定するために、Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｒｈｅｏｍｅ
ｔｅｒ　２０００は、直径２８ｍｍのアルミニウム円錐を備え付けていてもよく、かつ直
径３０ｍｍのカップは、２５セルシウス温度及び１９．６ｍＬの試料体積で維持される。
最大流量に続く、２分間の緩和時間からなる手順は、１００　１／ｓの一定の剪断速度で
維持し、製品が患部内にもみ込まれ得る速度に近づける。粘度は、１０秒ごとに１分間以
上測定され、かつＲｈｅｏｌｏｇｙ　Ａｄｖａｎｔａｇｅ　Ｄａｔａ　Ａｎａｌｙｓｉｓ
パッケージは、Ｐａ　ｓで平均の粘度を算出するために用いられる。本発明の一実施形態
では、組成物は、１００　１／ｓで測定された高剪断速度粘度が０．５Ｐａ　ｓ未満であ
り、更なる実施形態では、１００　１／ｓで測定された高剪断速度粘度が０．３Ｐａ　ｓ
未満であり、また更なる実施形態では、１００　１／ｓで測定された高剪断速度粘度が０
．１Ｐａ　ｓ未満である。
【０１１４】
　本明細書で開示する寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳密に限られるとして理解
されるべきではない。むしろ、特に指定のない限り、それぞれのかかる寸法は、記載され
た値と、その値の周辺の機能的に同等の範囲との両方を意味することを意図する。例えば
、「４０ｍｍ」と開示された寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図する。
【０１１５】
　「発明を実施するための形態」において引用される全ての文献は、その関連部分におい
て本明細書に参照により組み込まれるが、どの文献の引用も、それが本発明に関する先行
技術であるとの容認と解釈されるべきではない。本書における用語の任意の意味又は定義
が、援用文献における同一の用語の任意の意味又は定義と相反する限りにおいては、本書
においてその用語に与えられた意味又は定義が優先するものとする。
【０１１６】
　本発明の特定の実施形態が例示され記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱
することなく他の様々な変更及び改変を実施できることが当業者には自明であろう。した
がって、本発明の範囲内に含まれるそのような全ての変更及び修正は、添付の特許請求の
範囲にて網羅することを意図したものである。
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【国際調査報告】
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